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１．はじめに 

近年，舗装，橋梁などの土木構造物へのアセットマネジメント適用の事例が急増しており，その必要性は十分に

認識されつつあると思われる。一方，山岳トンネルの維持管理については日常点検，異常時点検，臨時点検と定期

点検によって管理を行っているが、定期点検の頻度・コストの問題や点検結果の有効活用については，さらに検討

を進める必要性があると考えられる。本論文ではトンネル構造物の特殊性を考慮しつつ，トンネル点検で着目すべ

き変状状況を整理し，簡易な点検手法によってコストミニマムな維持管理手法を提案するものである． 
 

２．ﾄﾝﾈﾙのﾐﾆﾏﾑﾒﾝﾃﾅﾝｽのための７原則 

 山岳ﾄﾝﾈﾙのﾐﾆﾏﾑﾒﾝﾃﾅﾝｽを目指す上で，

重要と考えられる７つの原則を表-１，

および以下に示す． 

2.1 山岳ﾄﾝﾈﾙのﾐﾆﾏﾑﾒﾝﾃﾅﾝｽ：覆工の状況

を踏まえ，覆工スパンごとに「遠望目視

点検」「近接目視・打音点検」「目地点

検」「点検不要」のように点検方法を使

い分ける．また，点検の結果に応じて柔

軟な頻度設定を行う． 
2.2 変状種類の分類：変状の計測によっ

て劣化をある程度予測できる「構造的変

状」と，いつ落下するか予測できない「小

片剥落」の変状に分けて考える． 
2.3 利用者への影響回避優先：変状発生

の頻度の高い目地に着目し，目地点検を導入した．また、天端ひび割れに着目し、小片化の早期検知に心がける．

漏水については,直接利用者に影響があることから,早期の対策を行う． 
2.4 予防保全と予防管理の考え方：明らかに変状の進行が認められる場合，簡易な方法で進行を抑制したほうが効

果的である場合,特に目地部の剥落防止などの経済的な導水樋工の対策は予防保全といえる．一方,構造的変状では，

局部的な小片剥落を除き，健全度低下が相当進行してもﾄﾝﾈﾙ構造物が崩壊することはほとんどないと推定でき，継

続監視し，崩壊する直前に対策を行う予防管理が適している． 
2.5 サービスレベルに応じた管理：トンネルの位置する路線の交通量，劣化進行度合い，地域性等によって分類さ

れるサービスレベルに応じた管理が必要である． 
2.6 点検シートの活用：維持管理計画に活用できる簡便な健全度評価基準を導入する．具体的には，点検シートの

活用により，簡単に健全度評価を行うとともに，次回の点検方法・頻度の決定を行う． 
2.7 LCC の考え方：利用者影響につながる小ブロック化ひび割れは，点検の種類・頻度から LCC を算出し，構造的

変状については，必要に応じ個別に劣化予測を試み対策工を踏まえた LCC を算出する。 
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表－１ 山岳ﾄﾝﾈﾙのﾐﾆﾏﾑﾒﾝﾃﾅﾝｽのための７原則 
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３．点検手法の検討 

滋賀県の H11 年，H12 年に実施した点検結果と，H18 年に実施した目視点検（ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ点検）の結果，県内の

ﾄﾝﾈﾙは，構造的な変状を呈している区間は少なく，あっても変状の度合いが初期段階であると推定できた．一方，

目地周辺に小ブロック化したひび割れや補修モルタルの剥離が多く観察され，天端付近の縦断方向ひび割れに付随

する小ブロック化したひび割れも多く観察された．し

たがって，注目箇所としては，目地部と天端付近に集

約することが効果的であり，これらを抽出するために

徒歩による目視点検（ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ点検）を実施し，注目

箇所の洗い出しと今後必要な点検方法を決定するこ

ととした．また，叩き落し処理が早急に必要であると

判断できる場合は，近接目視・打音点検，および目地

点検を実施するが，ひび割れが小ブロック化まで進展

していない状態で，監視が必要と判断される箇所につ

いては徒歩による目視点検（簡易点検）によって近接

目視点検を実施するまでの期間を補完することとし

た．図-1 に点検の概要を示す。 
４．簡易点検シートの活用 

 ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ点検、および簡易点検においては，図-2 に示すような簡易点検シートを活用し，点検現場において覆工

のスパンごとの判定を行うこととした．この点検シート

は覆工の１スパンごとの調表となり，覆工の目地の状況，

構造的なひび割れの有無，ひび割れに付随する小ブロッ

ク化の有無，漏水の有無，漏水の状況を記録するシート

である．このシートによって覆工１スパンにおける注目

箇所を洗い出し，同時に次回点検方法の選択を点検現場

で意思決定する．また，次回点検時の注目箇所の集計と

して，図-3 に示すように「ひび割れマップ」を作成し，

次回の簡易点検時に注目箇所の位置の確認と評価レベル

の確認を行うとともに経時変化の有無を記入することと

した． 

４．まとめ 

 山岳ﾄﾝﾈﾙにおける効率的な維持管理手法としては，ｽｸ

ﾘｰﾆﾝｸﾞ点検と簡易点検を組み合わせ，注目箇所を明確に

し、スパン毎に点検方法を選択する．また、目地点検の

活用によって小ブロック化ひび割れに対応する．近接目

視点検のようにコストのかかる点検の間隔を大きくとり，

その間を補完する目的で簡易点検を実施することによって，効果的でｺｽﾄﾐﾆﾏﾑの管理が実現可能となる． 

参考文献・安田,大津,大西,厳しい制約条件化におけるﾄﾝﾈﾙ構造物のﾐﾆﾏﾑﾒﾝﾃﾅﾝｽ,2006.9,建設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ勉強会ｻﾏｰｽｸｰﾙ 2006 

図－２ 簡易点検シート 

図－３ ひび割れマップ 

図－１ 点検の概要 
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